
第３期科学技術基本計画期間中における
主な研究成果集

～ナノテクノロジー・材料分野を抜粋～

本成果集は、各府省において、第３期科学技術基本計画策定
後の科学技術施策によって得られた研究成果のうち代表的なも
のを選定し、作成したものである。
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ユビキタスネット社会の実現に資する超大容量光情報
メモリ技術の基盤を構築

研究成果のポイント

この研究では、①ナノ構造磁性フォトニック結晶を用いた超高速薄膜光位相変調デバイス、②
光フェーズロック方式による多段階調ホログラム記録技術、③ナノゲルフォトポリマー材料の開
発を同時に推進し、記録密度40Tbits/inch2とデータ転送レート800Gbpsを達成する超光情報メ
モリの基盤技術を構築した。 その結果、プロトタイプデバイスが平成２１年度中に完成する見込
みである。

本研究は､文部科学省の競争的資金である 「ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分

野研究開発」の一環である「ナノ構造磁性フォトニック結晶を用いた超光情報メモリ」プロジェクト
として､豊橋技術科学大学、FDK株式会社、株式会社オプトウエア、メモリーテック株式会社、共

栄社化学株式会社が実施している｡

期待される効果、今後の展開

今後、本技術の実用化研究を別途推進することにより、目標の40Tbits/inch2を大きく超過して達

成することが見込まれる。
これにより、デバイス性能を飛躍的に高め、世界を魅了するユビキタスネット社会を実現させると

ともに、日本の大容量光メモリの分野における国際競争力をさらに高め、世界においてリーダー
シップを発揮することが期待される。
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従来の酸化チタン材料をしのぐ効率で
有害物質を分解・除去する高機能光触媒材料の開発

研究成果のポイント

我々の生活空間を安全で快適なものにするためには、有害物質や細菌を効率的に分解・除
去することが必要である。従来の酸化チタン材料は紫外光にしか応答できないため、有害
物質を分解する効率や用途が限られていたが、可視光領域にも応答する新規材料を開発
することにより、従来の酸化チタン材料をしのぐ反応速度で有害物質を効率的に分解・
除去することに成功した。

具体的には、バンド構造を制御することによって、可視光照射下においてシックハウス症候
群の原因物質であるアセトアルデヒドなどの有機有害化学物質を効率的に分解・除去できる新
規光触媒材料 (AgNbO3)0.75-(SrTiO3)0.25 を開発した。この新規材料は微弱な可視光

(0.01mW/cm2)のみを発生する青色発光ダイオードランプの照射下でも、各種揮発性有害
物質を効率的に分解することができるとともに、分解速度は従来最高値であった窒素
ドープ型酸化チタンよりも３倍以上高い。

本研究は､独立行政法人物質・材料研究機構の運営費交付金により、「環境・エネルギー材
料の高度化のための研究開発」の一環として実施した研究開発の成果である。

期待される効果、今後の展開

今後、微粒子作製技術の活用によって、光触媒材料のさらなる活性向上が見込まれ、微弱
な可視光しかない室内での環境浄化の実現が期待できる。

また、高機能光触媒材料の開発によって、産業的にも、現在の紫外線応答型酸化チタンを
主とする光触媒の市場規模を一気に広げることができる。さらに、高機能光触媒材料の開発
により、水分解による太陽エネルギーの化学エネルギー変換（水素製造）にも新たな発展が
期待できる。
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光触媒反応の原理図
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